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●総合的な治水対策
埼玉県の「総合治水対策」について、具体的な取組事例などを
掲げながら、その仕組みや効果などについてご説明します。

●中川・綾瀬川流域の河川整備事業
総合治水事務所で実施している新方川、倉松川、古隅田川や綾
瀬川などの河川整備事業の進捗状況、事業概要をご説明します。

出前講座受付中 ・学校の授業にもご利用いただけますので、お気軽にお問い合わせください・お申し込みは埼玉県電子申請・届け出システムもご利用いただけます

事務所付近には
案内看板があります

埼玉県
総合治水事務所
Flood Control Office

埼玉県総合治水事務所

2023 年 4月発行

かつて埼玉県内には、南部河川改修事務所、新河岸川総合治
水事務所などが存在していましたが、現在は県内唯一の河川事
務所となり、県内全ての河川調査も担っています。

当事務所に関する最新情報やお知らせ
は、ホームページをご確認ください。

当事務所は、道路や河川など県土の骨格となる基盤の整備を
行う県土整備部の地域機関のひとつです。
県土整備部は当事務所を含む 16 の地域機関の他、県土整備

政策課、建設管理課、用地課、道路街路課、道路環境課、河川
砂防課、河川環境課で構成されています。

埼玉県 県土整備部の地域機関

県内唯一の河川事務所

事務所内組織と受付内容事務所のご案内
●住所・連絡先
　〒344-0063　埼玉県春日部市緑町五丁目5番11号
　TEL：048-737-2001     FAX：048-739-1435
　（受付時間：8時30分～17時 15分）

●休業日
　土曜日・祝日・国民の祝日・年末年始（12/29～ 1/3）

●アクセス
　電車：東武スカイツリーライン 一ノ割駅から徒歩約10分
　車：国道4号の緑中前交差点を曲がる

●総務用地担当
　・庁舎管理、公用車管理に関すること
　・建設工事などの入札や契約に関すること
　・庶務等に関すること
　・用地の取得、登記に関すること

●調査担当
　・利根川流域における河川整備計画の策定に関すること
　・荒川流域における河川整備計画の策定に関すること
　・河川の占用工作物等の事前相談に関すること
　・県立高校における貯留浸透施設に関すること
　・流量、水位の観測に関すること

●工務担当
　・河川の改修工事に関すること
　・排水機場の設置、管理に関すること
　・調節池に関すること
　・河川の維持修繕に関すること

https://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b1015/index.html
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当事務所は、中川・綾瀬川流域に洪水※１被害が起きないよう

「河川の改修」、「流域対策」、「洪水への備え」からなる　

三つの柱による総合的な治水対策を行っています。

所管する7つの河川の改修工事や草刈り等

での河川の維持管理の外、首都圏外郭放水

路と連携する倉松川水門の操作等を通じ

て、埼玉東部地域の水防の拠点とし

ての役割を果たしています。

中川・綾瀬川流域と水災害
中川・綾瀬川流域は、利根川・江戸川・荒川などの大河川よりも低い位置に

あり、河床勾配※３が緩やかであるため降った雨がたまりやすく、浸水被害は広範囲

かつ長時間になるという治水上の問題を抱えています。

また、急速な都市化に伴い田畑の宅地化等の開発が急増し、流域の遊水・保水能力が

激減したことから、ひとたび洪水が発生すると甚大な被害を被るようになりました。
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総合治水事務所

中川・綾瀬川流域と水災害

流域治水への転換

水害に強いまちづくり

自然にやさしいまちづくり

その他の関連事業

管理している河川

水害の歴史と対策事業

主な災害と改修効果

身近な治水施設 (大相模調節池 )

気候変動（地球温暖化）への対応

「総合治水」から「流域治水」へ

流域治水推進行動

風水害への備え

詳しくはP６～詳しくはP６～
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倉松川
くらまつがわ

新方川
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総合治水事務所

利根川水系
中川・綾瀬川
ブロック埼玉県

河川整備ブロック
埼玉県では一級河川のうち、県が

管理している河川の利根川水系を2
ブロック、荒川水系を4ブロックに
分けて立てた計画を基に、河川の整
備をしています。

用語の解説
※１ 洪水

※２ 氾濫

※３ 河床勾配

流域治水への転換
地球温暖化が進行すると、夏の強い雨が更に激しくなり、土砂災害や水

災害が増えるなどの影響があると考えられています。

この気候変動に対して、これからは流域内のあらゆる関係者が協働して

被害の回避・軽減を図る適応策に取り組んでいくことが重要となります。

埼玉県では、水災害に備えて、ひとりひとり

が身の安全を守るためのマニュアルやツール、

情報発信等をしています。

詳しくはP９～詳しくはP９～

災害に備える 詳しくはP13～詳しくはP13～

【凡例】

事務所の管理河川

その他河川（直轄管理）

その他河川（県管理）

河川整備ブロック界
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詳しくはP３～

詳しくはP６～

ハード対策

柱１「河川の改修」 柱２「流域対策」

ソフト対策

柱３「洪水への備え」

洪水時に被害を
最小限に抑える対策

保水・遊水機能回復を
図るための対策

治水施設の整備等

●河道の改修 ●流出抑制対策

●浸水実績図公開 ●水防体制の強化

●調整池の整備 ●排水機場の整備

総合的な治水対策

水害に強いまちづくり
洪水による甚大な被害を受けやすい特性を持つ流域内においては、河川改修による治水施設の

整備だけではなく、流域が従来持っていた保水・遊水機能※４・５の回復を図るため、雨水貯留浸透

施設※６の設置などによる対策や、被災時には被害を最小限に抑えるための対策が必要です。

そのため総合治水事務所では、「河川の改修」及び「流域対策」のハード対策や、「洪水への

備え」のソフト対策、この両面から、水害に強いまちづくりのための総合的な治水対策を進めて

います。

また、更なる治水安全度の向上のため、国土交通省、埼玉県、東京都、茨城県、流域内の市区

町村や鉄道会社と連携・協働しています。

総合治水事務所の三つの柱

水害対策事例

用語の解説
※４ 保水機能

※５ 遊水機能

※６ 雨水貯留浸透施設

河川の幅を広げたり、
堤防を強くしたりする

河川から流れる水を
一時的に貯める池を
つくる

地盤の低い小さな川から、
大きな川に流すポンプの
設置を整備する

雨が校庭や公園などに
溜めたり浸みこむよう
につくる

浸水被害のリスク
がある場所の情報
をお知らせする

水位計や高感度監
視カメラで、川の
様子を見張る

辰井川排水機場 

河川監視カメラ

河川の状況
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●多自然川づくり ●水に親しむ川づくり ●河川愛護の普及

自然にやさしい川づくり
河川が本来有している多様な生物の良好な生息・成育環境に配慮し、あわせて美しい自然環境

を保全・創出するような川づくりや、地域のオープンスペースとしての貴重な河川空間の活用を

考え、人と川との「ふれあいの場」づくり、豊かで住みよい地域づくりの一環として、安全でき

れいな河川環境の保全・創出を積極的に推進するため、河川愛護の考えを広く住民に周知しても

らえるような運動を推進しています。

国土交通省江戸川河川事務所と連携して、

洪水時に中川の水が倉松川へ逆流してこない

ように倉松川水門を操作するなどの水防体制

を敷いています。

その他の関連事業

総合治水事務所と SDGs
SDGsの宣言では、直面する課題として「より頻発かつ甚大な自然災害」や「淡水の欠乏及び生物多様

性の喪失を含む環境の悪化」などが挙げられています。総合治水事務所でもこれらの課題解決を目指し、
SDGsの目標達成に向けた取り組みを進めます。

埼玉県では、県民の皆様とSDGsを推進するため、スマートフォンアプリ『S3（エス
キューブ）』を配信しています。「SDGsを学んで感じてポイントGET」をコンセプト
に、SDGsを気楽に学べるコンテンツを用意しておりますので、是非ご利用ください。

出張講座などによる
防災教育の取り組み
を推進します

水害対策の推進で安
全に暮らせるまちづ
くりに寄与します

治水事業で水災害の
被害を最小限に抑え
る対策を進めます

環境に配慮した治水
事業で、生物多様性
も守ります

川の水をきれいにし
て、安全な水を届け
ます

埼玉県は SDGs 未来都市

前から生息していた動物や植物が
住めるような川づくり

川に訪れた人々が
水辺に憩うような川づくり

地域と一体となった
川にやさしい環境の保全活動

倉松川水門
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吉見町 川幅日本一川幅日本一川幅日本一
鴻巣市

▽計画高水位

川幅※川幅は、計画高水位※7
　での堤防間の距離です

2,537m

（東京スカイツリー
　　　　　約４つ分の長さ）

荒川上流側

荒川下流側

左岸堤防右岸堤防

堤
防

堤
防

管理している河川

川の国埼玉
埼玉県は川幅日本一で知られる荒川があることや、県土に占める
河川の面積割合（3.9％）が高い、日本有数の「川の国」です。
埼玉県の川の再生に取り組む河川環境課と水環境課では、県民の
皆様にもっと川に親しんでいただくため、SNSを活用して川の魅
力やイベントなどの情報を発信しています。

▶綾瀬川にまつわる伝説
▶古隅田川にまつわる伝説
▶春日部市が伊勢物語の舞台だったかも？
▶元荒川にまつわる伝説

先人たちが努力を繰り返し造り
あげてきた流域の歴史など、本パ
ンフレットでは紹介しきれない情
報は、総合治水事務所のホームペ
ージで紹介しています。
また、歴史の他に川にまつわる

伝説なども紹介しています。備考管理区間（延長）河川名
宇和田堰～直轄区間起点（22.4km）
一級河川起点～直轄区間起点（30.8km）
四郎兵衛橋～中川合流点（38.6km）
一級河川起点～中川合流点（26.7km）
一級河川起点～中川合流点（10.8km）
一級河川起点～中川合流点（10.9km）
一級河川起点～城殿宮橋（2.5km）

河川保全区域20m
河川保全区域30m
河川保全区域20m
河川保全区域20m
吉野橋から倉松公園橋を除く
河川保全区域20m
上院調整池を含む

中川
綾瀬川
元荒川
大落古利根川
倉松川
新方川
古隅田川

Twitter Instagram Facebook Instagram FacebookTwitter
埼玉県水環境課
公式SNS

埼玉県河川環境課
公式SNS

古隅田川新方川

倉松川大落古利根川元荒川

綾瀬川中川

川の歴史
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水害の歴史と対策事業
流域内で水災害が発生するたび、激特事業※８を始めとし

た河川の改修や排水機場の整備、河川に関する法改正や地

域特性を踏まえた河川整備計画の策定・見直しなど、被害

を軽減するための対策事業を実施してきました。

昭和50年

昭和55年

昭和60年

平成 2 年

平成 7 年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

令和 2 年
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57
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59

61
62
63

平成元年
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4
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9
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13
14
15
16
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21
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25
26

28
29
30

令和元年

3
4

台風17号

■台風20号

■台風24号
■台風18号

■台風10号

■台風18号

台風11号

台風17号

台風5号、8月豪雨

台風3号

台風22号

8月豪雨
8月豪雨

8月豪雨

台風26号

関東・東北豪雨
台風9号
台風21号

東日本台風

◆三郷放水路暫定通水

◆総合治水対策特定河川事業
◆「埼玉県中川・綾瀬川総合治水事務所」開設

◆中川・綾瀬川流域整備計画策定、◆流域貯留浸透事業着手開始

◆大落古利根川 堤防補強工事完成

◆権現堂調節池完成、大落古利根川 河川修繕事業完了

◆吉川調整池（大場川）特定河川流域総合整備事業完成

◆三郷排水機場完成、綾瀬川放水路完成
●河川法改正（治水＋利水＋環境）
◆八潮排水機場完成
◆中川上流排水機場完成、幸手放水路完成
◆中川・綾瀬川流域整備計画改定
●水防法改正（浸水想定区域の公表）、◆辰井川排水機場完成、倉松川水門完成
◆首都圏外郭放水路（試験通水）
●特定都市河川浸水被害対策法制定
◆首都圏氾濫区域堤防強化対策事業開始

◆埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例施行、◆中川・綾瀬川ブロック河川整備計画策定、◆首都圏外郭放水路（完全通水）
◆事務所名を「埼玉県総合治水事務所」へ変更

●河川法改正（河川管理施設等に係る維持修繕基準の創設）
◆大相模調整池完成、大門下池調節池完成
●水防法改正（想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域に変更）
◆武蔵水路完成
●水防法改正（水防災意識社会の再構築）、◆大門上池調節池完成
◆防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策
◆中川・綾瀬川ブロック河川整備計画変更
◆県土強靭化緊急治水対策プロジェクト、◆流域治水プロジェクト開始、◆八ッ場ダム完成
●特定都市河川浸水被害対策法改正（流域治水関連法）、◆中川・綾瀬川ブロック河川整備計画変更、新和西上池調節池完成、◆防災・減災、国土強靭化のための5か年加速化対策開始

越谷市(昭和57年 台風18号被害)越谷市(昭和57年 台風18号被害)

越谷市(昭和61年 台風10号被害)越谷市(昭和61年 台風10号被害)

幸手市(平成8年 台風17号被害)幸手市(平成8年 台風17号被害)

せんげん台駅前(平成27年 関東・東北豪雨)せんげん台駅前(平成27年 関東・東北豪雨)

用語の解説
※７ 計画高水位

※８ 激特事業

主な水災害
■激特事業採択対象災害
◆◆主な事業（◆県事業、◆国・水資源機構事業）
●法改正

【凡例】

昭和22年
昭和33年

カスリーン台風

狩野川台風（※中川・綾瀬川ブロック河川整備計画の対象降雨）

◆伝右川改修、神明排水機場整備
◆綾瀬川改修、綾瀬排水機場整備

◆辰井川改修、伝右川上流改修
◆伝右川排水機場整備

◆新方川改修

◆辰井川改修、谷塚調節池・柳島調節池整備
◆綾瀬排水機場増設

◆新方川改修、大吉調節池整備
◆綾瀬川改修、綾瀬川放水路建設促進
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川幅日本一

越谷市(昭和57年 台風18号被害)

越谷市(昭和61年 台風10号被害)

幸手市(平成8年 台風17号被害)

せんげん台駅前(平成27年 関東・東北豪雨)

7

お皿のような地形で水が貯まりやすい 勾配が緩く
水を流す力が弱い

延長（km）

標
高（
ｍ
）

鶴見川の勾配

綾瀬川の勾配
中川の勾配

多摩川の勾配内水氾濫が発生しやすい中川・綾瀬川流域の特徴

主な水災害と改修効果
中川・綾瀬川流域では、これまで多くの内水氾濫による被害を受けてきましたが、調節池の整

備や堤防の強化などの各種対策事業を進めてきた効果により、台風・豪雨による被害が減少して

います。

綾瀬川では、激特事業、大門上池排水機場・大門下池排水機場
の整備、大門下池調節池・大門上池調節池・新和西上池調節池
などの整備を行ってきました。
昭和 61 年のように浸水戸数に対し被害額が大きい年もあり

ましたが、令和元年は共に被害が減少しています。

綾瀬川の改修効果

倉松川の改修効果

1,537

昭和61年 平成3年 令和元年

平成3年 令和元年

4,033

7

8,236

昭和61年

7,438

29

浸
水
戸
数（
棟
）

188

昭和61年
台風10号
および豪雨

内水氾濫、
有堤部溢水※９

内水氾濫、
有堤部溢水

平成3年
台風17号～18号

豪雨・風浪

内水氾濫、
その他

台風19号
（東日本台風）

令和元年

137

189

被
害
額（
百
万
円
）

総降水量
（mm）

発生年

水災害

被災内容

倉松川では、水門の操作による水防活動や大島新田調節池の
整備などを行いました。
平成 11 年のように浸水戸数に対し被害額が大きい年もあり

ましたが、令和元年は共に被害が減少しています。

868

平成3年 平成11年 令和元年

平成11年 令和元年

105
0

730

平成3年

733

0

浸
水
戸
数（
棟
）

150

平成3年
台風17号～18号

豪雨・波浪

内水氾濫 内水氾濫、
有堤部溢水

平成11年8月

豪雨

なし

台風19号
（東日本台風）

令和元年

241 257

被
害
額（
百
万
円
）

総降水量
（mm）

発生年

水災害

被災内容

8

平成27年関東・東北豪雨では、積乱雲が次々と発達して帯状に連なる「線状降水帯」が発生し、短時間
で集中的に雨が降ったことにより、越谷観測所における史上最大の降雨量（48時間で301.5mm）を記録し
ました。この豪雨により、越谷市内の新方川をはじめとした内水氾濫により甚大な浸水被害を受けました。
この水害の対策として、越谷市と連携して堤防の嵩上げなどの緊急的な対策を進めてきた効果により、
同規模の降雨における被害の低減が図られます。

新方川の堤防強化 ～平成 27年関東・東北豪雨の被害を受けて～

新方川の改修効果
新方川では、激特事業による河道拡幅や大吉調整池整備、堤防

嵩上工事の他、大吉調整池排水機場整備、河川防災ステーション
の整備などを行いました。
令和元年は平成3年より降水量が増えていますが、浸水被害・

被害額共に大きく減少しています。

3,665

昭和57年 昭和61年 令和元年

2,727

平成3年

昭和57年 昭和61年 令和元年平成3年

2,839

37

2,156
1,805 1,836

96

浸
水
戸
数（
棟
）

373

昭和57年

台風18号

有堤部溢水

昭和61年

台風10号
および豪雨

有堤部溢水 内水氾濫

平成3年
台風17号
～18号
豪雨・風浪

内水氾濫

台風19号
（東日本台風）

令和元年

166 150
257

被
害
額（
百
万
円
）

総降水量
（mm）

発生年

水災害

被災内容

用語の解説
※９ 有堤部溢水

大吉調節池も活躍しています

●平成27年9月関東・東北豪雨による住宅等の被害状況

市町村名
浸水被害（棟）

床上浸水 床下浸水 計
越谷市
春日部市
幸手市
松伏町
さいたま市
草加市
八潮市
吉川市
三郷市
久喜市
宮代町
杉戸町
越生町
加須市
小川町
川口市
朝霞市
ときがわ町
戸田市
東松山市
鳩山町
合計

473
134
90
88
49
8
16
7
9
5
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0

880

2,016
1,031
408
236
171
36
26
13
7
10
11
5
3
3
3
3
2
2
1
1
1

3,989

2,489
1,165
498
324
220
44
42
20
16
15
11
5
3
3
3
3
3
2
1
1
1

4,869

●堤防を強化した区間（L=8.0km）

戸
井
橋

念
仏
橋

廣
橋

大
杉
橋

定
使
野
橋

東
橋

昭
和
橋

大
吉
調
節
池

中
川
合
流
点

平常時平常時平常時

改修前改修前改修前 改修後改修後改修後

令和元年東日本台風時令和元年東日本台風時令和元年東日本台風時
（363千m3の水を貯留）（363千m3の水を貯留）（363千m3の水を貯留）

越谷市の被害は
春日部市の
2倍以上！

堤防を改修して被害を軽減



平常時

改修前 改修後

令和元年東日本台風時
（363千m3の水を貯留）

元荒川 中川水深最大 5.0ｍ

調節池

越流堤を越えて流れこんだ水を調節池に貯める

浄化用水門 排水路水門

元荒川 中川
水深最大 5.0ｍ

調節池

調節池に貯めた水を中川へ排水

浄化用水門 排水路水門

元荒川 中川

調節池

水深
1.0～1.5ｍ

開閉

閉 閉 閉

開

開

閉

調節池に大量の水を貯める余裕を確保 ▶水質を保つ役割も担っています

浄化用水門 排水路水門

❷導水路

❶取水施設 ❺排水施設

導水路水門
越流堤 排水機場

元荒川 中川

❸排水路浄化用水門

❹調節池

排水路水門

・地下 11.0ｍ
・延長約 860ｍ
・内径 5.6ｍ

・地下 13.8ｍ
・延長約 660ｍ
・内径 3.7ｍ

導水路

排水路

取水施設

排水施設

元
荒
川

新方川

中
川

中
川

越谷
レイクタウン

調節池の容量は、25ｍプールの

約                     杯分

・面積 39.5ha
・容量 120 万ｍ3

調節池

東
埼
玉
道
路

吉川橋

吉越橋

越谷レイクタウン駅

4,0004,0004,000

身近な治水施設(大相模調節池)※大相模調節池は　越谷県土整備事務所の管理施設です

越谷レイクタウンの中心にある大相模調節池は、元荒川流域周辺の浸水被害を軽減するための

施設が整備されています。

❶取水施設
元荒川からの水を取り入れ、導水路に導く施設です。
取水施設には、水を取り入れる「越流堤」と「浄化用水門」、

異常出水時に洪水流入を防ぐ「導水路水門」等があります。

❷導水路・❸排水路
導水路は取水施設から調節池まで、排水路は調節池から排水施

設までをつなぐ水路です。
大相模調節池の導水路と排水路は、地下に整備されています。

❹調節池
洪水時に導水路から流れ込んだ水を一時的に貯める施設です。
水を貯める際には、水辺の広場や遊歩道の一部が水没します。

❺排水施設
排水路からの水を中川へ排水する施設です。排水施設には、中

川へ自然排水が可能な時に使用する「排水路水門」、強制的に水
を送り出す時に使用する「排水機場」等があります。

元荒川の上流側から流れてくる大量の水を調節池に貯めこむ準備をするため、
浄化用水門・排水路水門を開閉して、調節池の水の深さが１.０～１.５ｍに保つよう調節します。

洪水による影響がない日には、潮の満ち引きによる水位変化と

水門の操作によって、元荒川から調節池内、調節池内から中川へ

流れをつくり、水質を保っています。

調節池の水は、おおよそ３日間で入れ替わります。

越流堤を越えて流れ込んだ水を調節池に貯めます。
調節池は最大で水深5.0mまで貯めることができます。

洪水がおさまり、中川の水位が低くなったら、調節池に
貯まった水を中川に流して次の洪水に備えます。

洪水調節のしくみ

洪水時

洪水前

洪水後

大相模調節池の主な施設
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●短時間豪雨の発生頻度の将来予測

約１.６倍に増加 約２.３倍に増加

2℃上昇シナリオと 4℃上昇シナリオ
将来の気候は、産業革命以降の平均気温上昇を２℃未満に抑
える目標（2010年パリ協定で採択）が達成された世界と、現
時点を超える対策を取らずに気温が４℃上昇した世界を想定し
たシナリオに基づき予測されています。
対策を取らなかった世界では、短時間豪雨の発生頻度は約
2.3倍にもなると予測されています。

２℃上昇シナリオ
による予測

４℃上昇シナリオ
による予測

短時間豪雨のイメージ

傘は全く役に立たず、水しぶきで傘は全く役に立たず、水しぶきで
あたり一面が白っぽくなり、視界あたり一面が白っぽくなり、視界
が悪くなるような雨の降り方。が悪くなるような雨の降り方。

傘は全く役に立たず、水しぶきで
あたり一面が白っぽくなり、視界
が悪くなるような雨の降り方。

平均
226回

平均
334回

直近 30～ 40年間で
短時間豪雨の頻度が

気候変動(地球温暖化)への対応
近年、短時間豪雨（１時間降水量が50ｍｍ以上の雨）

の発生頻度が直近３０～４０年間で約１.４倍に拡大し、

各地で水災害が頻発・激甚化しています。

これは、地球温暖化の影響が強く、将来は豪雨の発生

頻度がさらに増えると予測されています。

気候変動に対しては、緩和策（温室効果ガスの排出削減など）はもちろんのこと、被害の回避・軽減を
図る適応策に取り組むことが重要とされています。
埼玉県では、近年の水災害の激甚化を踏まえて治水対策を見直し、社会全体で洪水に備える「水防災意
識社会の再構築」を進めてきましたが、これからはこの取り組みを一歩進めて、あらゆる関係者が協働し
て減災・防災に取り組む「流域治水」を進めます。

治水対策を転換

気候変動や社会動向の変化

水防災意識社会の再構築

管理者主体の役割分担した対策

市街化が進展した流域での対策 あらゆる関係者の協働による対策

あらゆる場所における対策河川区域、氾濫域が中心の対策

従
来
の
治
水

流
域
治
水

減災・防災が主流となる社会

気候変動の影響を反映した治水計画等の見直し

埼玉県の雨の変化
埼玉県における年降水量は、年による変動が

大きいことや、河川整備や下水道整備等により浸
水リスクが低減され続けているため、浸水被害の
増加が顕在化しているわけではありません。
しかし、将来は埼玉県でも豪雨の頻度が増え

ることが予測されており、潜在的なリスクは高く
なると考えられています。

10



4,000

傘は全く役に立たず、水しぶきで
あたり一面が白っぽくなり、視界
が悪くなるような雨の降り方。

11

「総合治水」から「流域治水」へ
これまで進めてきた「総合治水」は、河川管理者主体・河川区域内の対策が中心でしたが、水

災害が激甚化する背景を踏まえた対策として「流域治水」の考え方が生まれました。

流域治水とは、集水域※10から氾濫域※11にわたる、河川の流域に関わる全員が協働して水災害の

被害を防ぐ（防災）・減らす（減災）ための、持続可能な取り組みです。

用語の解説

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

被害対象を
減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

※10 集水域

※11 氾濫域

❻ため池の活用
農業用の水ですが、大
雨の前には池の水を減ら
して、雨水を貯める準備
をします

❺砂防関係施設の整備
土砂や流木が川に流れ
るのを防ぐ設備などを整
備します

❼田んぼの活用
大雨のときは、雨水を
貯めながら少しずつ川に
水を流していきます

11立地適正化
水害リスクの低い地域へ
の住宅移転を促進します

12校庭貯留
学校の広い校庭を利用して、一時
的に雨水を貯めこみます

❾水位予測
水位等の情報を迅速かつ正確に伝
達して被害の発生を防ぎます

10排水機場の整備
大雨のときに確実に操作が
できるよう整備します

❽雨水貯留浸透対策
雨水を地中に浸み込ま
せて、一時的に貯留設備
に貯めこみます

❸堤防強化
街の中に川の水が流れ
込まないように、堤防を
強くします

❹河道改修
川の幅を広くして、た
くさんの水が下流へ流れ
ていくようにするなどの
改修をします

❷調節池の整備
洪水時にたくさんの水
が下流に流れないよう、
一時的に水を貯めこみま
す

❶ダムの事前放流
事前にダム湖の水を減
らして、雨水を貯める準
備をします

　田んぼ等も利用して、一時的に
雨水を貯めこみ、一度にたくさん
の水が川に流れこんでいくのを防
ぎます。

　ダムに雨水を貯める調節をした
り、たくさんの雨水が安全に下流
へ流れていくように川の機能を強
くします。

　水災害ハザードエリアにおけ
る住まい方の工夫や、まちづく
りでの活用を視野にした、段階
的な水災害リスク情報図の充実
を図り、被害をうける場所の範
囲を減らします。

　被害を減らすため、ハザード
マップの整備による土地の水災
害リスク情報の充実や、マイ・
タイムラインの策定・支援によ
る避難体制等の強化をします。
　また、早期復旧・復興のために、
関係者と連携体制を強化します。

集水域 水を貯める、浸み込ませる 被害をうける場所を減らす 被害を減らす・早く復旧する

あらゆる関係者の協働による、あらゆる場所における対策

水を貯める、流す

氾濫域 氾濫域

河川区域

集水域

河川の流域

氾濫域

河川区域

❺❺❺

❶❶❶

❷❷❷

❸❸❸

101010

111111

❼❼

❽❽❽

❼ ❻❻❻

❹❹❹

❾❾❾

121212
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Eco-DRR ( 生態系を活用した防災・減災：Ecosystem-based Disaster Risk Reduction)

Eco-DRR
の主軸

Eco-DRRは、脆弱な土地の開発を避けることで被害対象を減
少させたり、貯水機能を持つ田んぼの活用や、浸透ます設置によ
る保水・遊水機能の回復などの対策で洪水被害を減らすなど、防
災・減災と自然環境に主軸を置いた取り組みです。
このように、自然環境が持つ機能を積極的に活用する「グリ

ーンインフラ」の取り組みが、中川・綾瀬川流域でも推進されて
います。

※中川・綾瀬川流域では、自然再生や雨水貯留タンクの設置のほ
か、小中学校における河川環境学習、水辺の美化活動などもグ
リーンインフラの取り組みとして推進しています。

防災・減災防災・減災防災・減災

地域振興地域振興地域振興 自然環境自然環境自然環境

グリーン
インフラ
グリーン
インフラ
グリーン
インフラ

気候変動適応
国土強靭化

　　生態系
脱炭素

社会
　　経済
　　　　健康

浄化槽転用雨水貯留槽の設置

貯水タンクの設置

流域治水の着実な推進に向けて、今後の進め方・具体的な取り組みについてとりまとめられた

「流域治水推進行動計画」が国土交通省により令和３年７月に作成されました。この計画を基に

流域治水を推進していきます。

流域治水推進行動

●気候変動の影響を踏まえた治水計画や設計基準類の見直し

　・中川・綾瀬川ブロック河川整備計画の変更（令和3年7月） 等

●流域全体を俯瞰した総合的かつ多層的な対策

　・越水等を考慮した「粘り強い構造」の堤防の整備、雨水貯留浸透機能を有する設備や遊水地の整備 等

●事前防災対策の加速

　・流域治水プロジェクト等による事前防災対策の加速化、多段的なハザード情報の提供 等

●防災・減災が主流となる社会に向けた仕組みづくり

　・グリーンインフラの活用、学校における防災教育と環境教育の一体的な実施 等

　屋根に降った雨水を貯める
施設を設置することで、浸水
被害の軽減に貢献します。
　貯まった水は、災害時の雑
用水としても活用できます。

　雨水を地下に浸透させる施設を設置す
ることで、雨水の流出抑制をするだけで
はなく、地下水の回復にも貢献します。

　雨水を貯める施設として、浸水被害の軽減
に貢献します。

浸透ますの設置

　側溝が詰まらな
いようにすること
で、道路の冠水被
害を防ぎます。

側溝の掃除 　避難所への誘導標識
や、河川が氾濫した場
合の想定浸水深を示す
看板など、まちなかに
ある案内を確認してお
きましょう。

標識等の確認

中川・綾瀬川流域に関する取り組み事例

様々な場所で取り組める流域治水推進行動
水災害の被害を軽減するための対策について知ることや、暮らしている地域の浸水リスクなどを確認し
て防災意識を高めることも、流域治水の重要な取り組みです。

透水性舗装
透水性舗装
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防災・減災

地域振興 自然環境

グリーン
インフラ

13

マイ・タイムライン（防災行動計画）とは？

マイ・タイムライン（記入例）

風水害の危険性が高まっているときに、
自分自身がとる行動を時間の流れに沿って
整理したものです。急な判断が迫られる風
水害時に、自分の行動チェックリストとし
て、また、判断のサポートツールとして役
立ちます。
「防災マニュアルブック（風水害・土砂

災害編）」を利用して作成できるほか、国
土交通省のサイトではＷＥＢでマイ・タイ
ムラインを作成できるツールも公開されて
います。

風水害への備え

防災マニュアルブック

台風や大雨は、地震と異なり事前に予測ができるため、早めに行動すれば被害を軽減すること

ができます。

埼玉県では、マニュアルブックの作成や、スマートフォンアプリ・ＳＮＳを通じた情報発信を

しているほか、防災に関する体験学習ができる施設などもありますので、みなさまの風水害への

備えにお役立てください。

ひとりひとりが風水害に備えるために重要な「マイ・タイムライン」の
詳しい説明や、事前に確認すべき事項をまとめたマニュアルブックです。
風水害・土砂災害編の他にも、状況に応じて活用できる防災マニュアル
ブックも用意しております。

命を守る
3つの自助編

（平成30年7月更新）

家庭における災害時の
トイレ対策編

（平成28年3月制作）

地震時の行動編
（令和3年3月制作） 

自宅サバイバル編
(令和2年2月制作 )

風水害・土砂災害編
（令和3年3月制作）

各防災マニュアルブックは、埼玉県ホームページからPDFをダウンロードできるほか、
県政情報センターでご購入いただくこともできます。

防災マニュアルブックの入手方法
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氾濫危険水位

氾濫危険水位
　川からいつ水があふれ出してもおかしくない危険な状況です。直ちに避難行動に移りましょう。
避難判断水位
　川の増水により、今後氾濫するおそれがあることを示す水位です。避難行動に時間を要する方は、避難を開始しましょう。
氾濫注意水位
　川の増水により、氾濫への注意を始める必要を示す水位です。氾濫に関する河川の情報に注意が必要です。
水防団待機水位
　水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位です。

避難判断水位
氾濫注意水位
水防団待機水位

ふだんの水位

河川水位堤防天端 堤防天端

堤防 堤防

低水路高水敷

川表

高水敷

堤外地堤防敷 堤防敷提内地 提内地

河川区域

川に関する専門用語

ていすいろ

ていがいちていぼうじき ていぼうじきていないち

小段
こだん

ていぼうてんば ていぼうてんばかわおもて

川表
かわおもて

川裏
かわうら

川裏
かわうら

ていないち

こうすいじき こうすいじき

下図の通り、川に関する用語は難しいものが多くあります。防災に関する資料で分からない
専門用語が出てきたら、国土交通省の「防災用語ウェブサイト」で調べてみましょう。

埼玉県 LINE 公式アカウント「埼玉県庁」

川の防災情報メール
「メール」という名前ですが、TwitterやFacebookからも川の防災情報を発信しています。

埼玉県防災学習センター「そなーえ」（入場無料）

所在地：埼玉県鴻巣市袋 30番地所在地：埼玉県鴻巣市袋 30番地所在地：埼玉県鴻巣市袋 30番地

「暴風雨体験」「地震体験」「消火体験」「煙体験」など疑似体験
を通して、防災に対する知識・技術・行動力を楽しみながら学べる施
設です。
また、防災学習センターのYouTubeチャンネルでは、マイ・タイ
ムラインの作り方など、防災に関する動画が配信されています。

●配信する防災情報
緊急のお知らせ（災害情報、避難所開設状況等）
河川水位情報（河川水位が基準値を超過した場合に配信）
土砂災害警戒情報（発表または解除された場合に配信）
県内の天気予報

県内の防災情報やイベント情報、暮らし
に役立つ旬の話題などを発信しています。
※受信設定より自分のほしい情報を設定し
ていただく必要があります。

Twitter Facebookメール埼玉県河川砂防課が
配信しています


